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現代中国語における形容詞述語文

OnAdjectivalconstructionsinMandarinChinese

伊藤さとみ

ITqSatomi

沢珸形容同在表示比較扱吋単独作渭珸，但在表示絶)吋扱肘要加上程度副同。

不少珸言学家ノリ(迭／i､珸言現象的双点，主祇沢珸形容同本身就包含有``比較"的意

又。本文以此力､基朏，芸域透泣分析一些珸言現象，来旧納出形容同渭珸句的結

拘，井就沢珸形容同所具有的"比較'，意又的来源来近行付１G.本文有丙十主要１Ｇ

点：一、“程度副同十形容同，'的蛤杓属干述冥拮杓；二、形容同可以移劫到程度

句或者幼同句，井且形容同的扱次是透泣移位的辻程来決定的。
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１．はじめに

中国語の形容詞には、大きく分けて性質形容詞と状態形容詞の二種類がある.

本稿では、性質形容詞が述語をなす場合を取り上げ､')その述語部分の構造と

形容詞の意味を明らかにする。

尤果夫1958,147、丁等1961,22-3、対等2002,196-7等の指摘にあるように、
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性質形容詞が単独で述語になるときは、比較の意味を必ず含む。そこで、もし

主語の持つ性質を単に叙述するのであれば、程度副詞をつけるなどの操作を行

い、比較の意味を消さないといけない。本稿では、この現象を出発点に、形容

詞述語文の構造、及び形容詞が持つ「比較」の意味を明らかにする。まず、形

容詞述語文が比較の意味を表すとき（比較級構文）と、そうでないとき（絶対

級構文）に見られる文法的・意味的振る舞いの違いを観察し、形容詞述語文の

榊造を定める。次に、「比較」の意味とそれが形容詞の振る舞いに与える影響

について論じ、最後に命令文や補語となるときの振る舞いについても、有効な

説明を与えることを示す。

まず、ここで絶対級構文／比較級構文とは何かを述べておく。中国語は形態

変化的に乏しく、形容詞も形態的な絶対級／比較級の違いを持たない。しかし、

季1996,35が述べたように、級というのは、次元（例えば、高さ、速さなどの

比較する観点）上の等級序列であり、この等級序列を言語上に反映する方法と

して、どの言語もいくつかの手段を持っている。英語では、「‐er,‐est」という

文法手段があるが、中国語にもそれと対応する違いが存在する。

(1)ａ・ZhangsanistalL

b・舐三恨高。（張三は背が高い｡）

(2)ａ、ZhangsanistallerthanLisL

b・談三比李四高。（張三は李四より背が高い｡）

英語の絶対級構文／比較級構文それぞれに対応する中国語の例文は、副詞が

つくかどうかにおいて異なっている。英語の絶対級構文には、程度副詞を伴う

形容詞句が対応し、比較級構文には裸の形容詞が対応している。以下、本稿で

は、絶対級／比較級という語を形態でなく、意味的に定義して用いる。即ち、

主語の表す個体の持つ性質を述べている場合を絶対級構文と呼び、主語の表す

'’性質形容詞のもう一つの主要な文法的働きは、名詞を修飾する（定語になる）ことである

が、本稿ではこの用法は取り上げない。なお、性質形容洞は、状語や補語として動詞を修

飾することもある（房1992,73-75、対等2002,195-199)。状鴎になれる形容詞には制限
があり、この場合は特別に副詞性成分に変化していると考えられる。一方、補語となる場

合は、述語の一部を形成しており、本稿で扱うべき範囲である。この補語となる場合につ
いては、最後の節で触れる。
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個体の持つ性質の程度を、他の個体の持つ程度と比較している場合を比較級構

文と呼ぶ。

２．統語論

中国語においては、形容詞は動詞と同じように単独で述語をなすことができ

る。そこで、形容詞という品詞を特に立てるべきかどうかについては論争があっ

た。動詞を形容詞と区別する代表的な方法には、程度副詞を伴うかどうか、名

詞目的語を伴うかどうか、また重ね型のとる形式の違いなどがこれまでに提案

されている。

しかし、上記の方法すべてが一致して同じ分類をするわけではない。例えば、

｢喜双｣、「同意」のような心理状態を表す動詞は、動詞として目的語を伴う以

外に、程度副詞も伴うことができる。一方、「雪白｣、「漆黒」のような状態形

容詞は形容詞に分類されるにもかかわらず、程度副詞を伴うことができない。

重ね型についても、感情を表す動詞は重ね型にできない、状態形容詞は動詞と

同じタイプの重ね型をつくるなどの問題がある｡2>本稿では、動詞／形容詞の

従来の分類に必ずしもこだわらず、程度副詞を伴うことができ、かつ、比較文

の述語になれる語を広義の「形容詞」とみなし、分析を進める。この点におい

て、本稿の扱う範囲は、形容詞という－品詞ではなく、程度性をもつ語の研究

と言うことができる。以下、形容詞という語を、この広義の意味で用いる。

2.1絶対級構文の構造

１節で述べたように、中国語の絶対級構文は程度副詞を伴った形容詞からな

２１動詞と形容詞の類似点と相違点については、Chaol968,331-336,談1958,39-44,朱1982,55‐
５７参照。

－４９－

程度副詞 目的語 重ね型（アクセントの位置、形式）

動詞 *恨吃 吃版 吃→ 吃吃同意→同意同意

形容詞 恨高 *高房子 高→高『高干浄→千千浄浄



る。この種の形容詞述語文の構造は、従来、程度副詞が修飾語（状珸)、それ

に続く形容詞が被修飾語（中心屑）であると分析されてきた。これに対し、本

稿では、程度副詞と形容詞の関係を、ちょうど助動詞と動詞の関係のように捉

える分析、即ち、一種の動目構造（述真拮拘）とする分析を採用する。程度副

詞は、「根」の一部の用法を除けば、たいていは形容詞を後に伴い、それ自身

の独立性が弱い．この点において程度副詞は助動詞と性質が似ている。また、

ちょうど助動詞が動詞に願望や可能の意味を付加するように、程度副詞は形容

詞に絶対級／比較級の意味を付加するといえる点でも平行しており、両者とも

述語性目的語をとる動目構造であるとみなすことができる｡3）

(3)舐三恨高．（張三は背が高い｡）

ＩＰ

－～
ＤＰＩ，

△／、
舐三ＩＶＰ

－～

ＶＤｅｇＰ
－～

ＤｅｇＡＰ

△

根高

上の図において、ＩＰは屈折句、ＶＰは動詞句を表し、屈折句の補部として

動詞句がある。ＤＰは定の名詞句を表し、主語の「舐三」はIＰ指定部の位置

に現れる．ここまでは、動詞述語文と同じである。形容詞述語文が異なるのは、

３１以下の構造はKennedy1999,109-110による。なお、ツリーの中の位歴は、それぞれＸＰ
（Ｘ句、例えば名詞句、形容詞句など）について次のように呼ばれる。

ＸＰ

ｘの指定部一一ｘ，
－－－－

Ｘの主且圏部Ｘの補部

本文中のツリーは紙幅の関係で、この構造の一部を省略していることがある。
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動詞（Ｖ）がその補部として程度句（DegP）をとり、さらに程度句の補部と

して形容詞句（AP）を持つ点である。この程度句主要部の位置（Deg）には、

形容詞の程度がどのくらいであるかを示す程度副詞が現れる。ここに「根」

｢非常」「挺」「十分」などが現れると、絶対級であることを表す｡抑なお、上述

の構造において、もう一つ伝統的な分析と異なるところは、形容詞述語文であ

るにも関わらず、動詞句が現れている点である。中国語の形容詞述語文は、

be動詞などの補助を必要としないため、一見この設定は無駄のように見える。

しかし、ここでわざわざ動詞句を設定するのは、この動詞主要部への形容詞の

移動により、絶対級横文と比較級構文の違いを説明することができる点にある。

詳しくは、次節で述べる｡5１

2.2比較級構文

次に、比較級構文の構造を見てみよう。比較級が絶対級と異なる点は、比較

級構文では、程度副詞が現れないことと、比較の対象を表す句（以下、「比」

句と呼ぶ）を伴うということである。

(4)張三比李四高．（張三は李四より背が高い｡）

ＩＰ

ＤＰ－－－ｒ

△／、
談三ＩＶＰ

ＰＰ－～ｖ，

△／、
比李四ＶＤｅｇＰ

ｌ／、
高ｉＤｅｇＡＰ

△

ｔｉｔｉ

`’「根」が中立的な意味の絶対級構文を構成することに注目し、尤果夫1958,193は「根」はコ
ピュラ動詞に変化しつつあると述べた。だが、実際には、「根」が現れるのは、形容胸や
心理状態を表す動詞などに限られているため、コピュラ動詞とは言いがたい。本穣の採用
する櫛造では、「根」をコピュラ動詞であるとしなくても、中立的意味の絶対級構文に
「根」が必ず現れるのは、絶対級化の要求であると説明することができる。
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「比」句は介詞句の一種であるので、他の介詞句に準じて、動詞を修飾する位

置、つまり動詞句内に付加される｡６１－方、程度句が絶対級構文と同じように

存在するのに、程度副詞が現れてはいけない点はどのように説明できるだろう

か。これは、3.1で詳しく見るが、性質形容詞が比較の意味を含んでいるため

である。比較には、２つのものが必要である。一つは主語のあらわす個体であ

ることは当然だが、もう一つの個体（以下、比較の対象と呼ぶ）が与えられる

必要がある。動詞句内にある「比」句は比較の対象を導入する働きをしており、

形容詞は、この比較の対象を探して動詞句内にまで移動するのである。この移

動を今、A-to-V移動と呼んでおこう。この移動は、主要部移動と呼ばれる主

要部から主要部への移動の一種として、以下の制約に従う。

(5)主要部移動：各句の中心となる要素（主要部）が、他の句の中心となる要

素が占める位置（主要部）に自由に移動する現象を指す。

(6)主要部移動にかかる制約：移動の条件としては、移動先が空いているか、

移動先の要素と文法的に結合することができなければならない。

比較文の場合、程度主要部の位置が空であれば、形容詞「高」は、ここを通っ

て、動詞主要部まで登ることができる。もし、程度句主要部の位置に要素があ

ると、形容詞が動詞主要部へ移動をすることができなくなり、比較の対象を得

られない。形容詞の意味は、比較の対象なしには不完全であるので、次の例文

のように容認されなくなる。

(7)＊歌三比李四恨高。

なお、吋1999に詳しいが、程度副詞は一方が「有点几｣、「有些｣、「精微」のとき、二つ重

ねて用いられることがある。このとき、二つの副詞の位殴関係が問題になるが、前の副詞

は直接形容詞を修飾しているのではなく､､後の副詞を修飾しているとみなされる。つまり、

程度指定部の位圃に程度副詞が程度副詞を修飾する楢造が現れているのである。

地［Ⅸ9F[､噸Ｐ根］有点几［ＡＩ･害伯］］。（彼女はかなりちょっと怖くなった｡）
身材[DegP[､露P有点几］太［ＡＰ胖]]。（体が少し太りすぎだ｡）
我[ｎ．侭P[D・畷Ｐ精微]有点几[ＡＰ明白了］]。（私は少しちょっと分かってきた｡）

Kennedyl999では、この介詞句は程度句に付加されている。程度句に付加された場合も、
動詞句に付加されている場合も、語順は同じになる。ここでは、「比」句を他の介詞構造

と同じと考えたため、動詞句に付加している。

５

６
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2.3実量を表す数量表現

実量を表す数量表現とは、形容詞述語文に現れて、その形容詞の程度を表す

表現のことを指す。こういった数量表現は、形容詞の程度を具体的に示す働き

をすることから、程度句指定部の位置にあるとみなすことができる。

(8)歌三商米高。（張三は２ｍの身長がある｡）”（駒一判
ＤＰ

△

両米

町八

Ｄｅｇ

銀
△
心

高ｉ

程度主要部の位侭が空いているので、形容詞は、ここに移動することが可能

である。これをA-to-Deg移動と呼ぶ。形容詞はA-to-Deg移動を通して、数

量表現と同じ句内に移動し、数量表現を形容詞の意味の中に取り込む。この移

動をすることができなければ、数量表現の意味を形容詞と関連付けることがで

きず、文は容認されない。実際、数量表現がある場合に、程度句主要部に程度

副詞が現れることはできない。

(9)＊談三両米恨高。

なお、数量表現と形容詞の関連付けの概念については、3.3で見る。

2.4差を表す数ｍ表現

差を表す数量表現とは、主語の持つ性質の程度と、比較の対象の持つ性質の
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程度の間の差がどれくらいあるかを示す表現である。この数量表現は、前節で

述べた実量を表す数量表現とは異なり、裸の形容詞の後に現れる。だが、２．２

の比較級構文の分析を用いるならば、ともに本来は同じ位置にあるとみなすこ

とができる。

00舐三比李四高丙公分。（張三は李四より２ｃｍ高い｡）

ＩＰ

ＤＰ－－Ｉ，

△／、
舐三ＩＶＰ

－～

ＰＰＶ，

△／、
比李四ＶＤｅｇＰ

鐺。ご＼､.‘
△／、
丙公分ＤｅｇＡＰ

ｌ△

ｔｊｔｊ

上の構造で、動詞句内にある「比」句を比較の対象としてとるために、形容詞

はA-to-V移動を起こす。その結果として、表層では、数量表現が形容詞の後

に現れることになる。実際、程度句主要部に程度副詞が現れると、非文となる

が、これは形容詞が移動できなくなり、数量表現を形容詞と関連付けることが

できなくなるからである。

(11）＊舐三比李四両公分恨高。

一方、形容詞がA-to-Deg移動のみを起こし、数量表現と関連付けられるこ

とができた場合も、文は容認されない。これは、形容詞が「比」句を比較の対

象としてとることができないからである。

(12）＊張三比李四両公分高。

このように、2.1,2.2で提案した絶対級／比較級構文の違いを踏まえると、

－５４－



同じ数量表現が、絶対級構文と比較級構文では、見かけ上、異なる位圏を占め

るのはなぜかを説明することができる。

2.5見かけの反例

数量表現の位置と形容詞の移動について、一見反例に見えるケースがある。

訳1958,82には、実量を表す数量表現は、３種類の構文をとりうると述べてい

る。

(13）ａ､迭根住子一丈五尺高。（この柱は、一丈五尺の高さがある｡）

ｂ迄根住子高一丈五尺。（この柱は、－丈五尺の高さがある｡）

ｃ・迄根柱子一丈五(尺)。（この柱は、－丈五尺である｡）

(14）ａ､小李120碕重。（李君は120ポンドの体重がある｡）

ｂ小李重120勝。（李君は120ポンドの体重がある｡）

ｃ・小李120時。（李君は120ポンドである｡）

舐1958,82は、ａの例が最も普通であり、ｃの例については、一定の文脈のもと

でのみ用いることができると述べている。ｂの例については、ａほど自然では

ないものの、容認可と認識されているようである。同様に、Xiang2003も、

A-to-V移動は、比較級構文では義務的だが、絶対級構文では任意であり、数

量表現と絶対級形容詞の位置には二種類ありうると主張している。

しかし、実量を表す数量表現を伴う文において、A-to-V移動が本当にある

のかどうかは疑問である。この例文は、むしろ、主要部移動ではなく、主題化

の一種とみなすのが適切であると思われる。０５)の例において「身高」は「身長」

という名詞であり、この構文は二重主語構文の一種である。この例と平行する

ように分析するならば、（16)の例も二重主語構文として扱うべきである。

05）［Np,舐三][Np2身高][ｗ丙米]。（張三は身長が２ｍある｡）

(16）［NPI舐三恥2高IVF丙米]。（張三は背の高さが２ｍある｡）

主題化されるものは、構成素をなすものであれば、ほとんどが可能である。こ

の場合には、形容詞句が名詞化及び主題化されて数量表現の前に現れているの

である。

以上、この節の議論は次のようにまとめることができる。
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(17）形容詞の移動と級の関係

ａ形容詞がA-to-Deg移動を起こすと、絶対級になる。

ｂ形容詞がA-to-V移動を起こすと、比較級になる。

(１０形容詞の移動と数量表現の関係

ａ形容詞がA-to-Deg移動を起こすと、共起した数量表現は実量を表す。

ｂ形容詞がA-to-V移動を起こすと、共起した数量表現は差を表す。

３．意味論

２節では、絶対級と比較級それぞれの形容詞述語文の構造を論じ、表面上の

語順が正しく導かれることを見た。しかし、なぜ移動が起きるのか、また、数

量表現の意味が変わるのはなぜか、という点については、構造だけの説明では

不十分である。この節では、形容詞と形容詞述語文の意味を定義し、この２つ

の問題に答えを与える。

3.1形容詞の表す意味と移動の動機

形容詞の表す意味は何か、というと、ある個体の一時的または長期的に有す

る性質である、というのが一般的な見方であろう。しかし、比較級構文を視野

に入れると、この定義は十分ではない。比較級樹文においては、主語の持つ性

質と比較の対象のもつ性質とが比較されているのではなく、それぞれの持つ性

質の程度が比較されている。つまり、比較級構文は程度間の比較として定義さ

れなければならない。それに伴って、形容詞の意味も、単に性質だけではなく、

性質と程度の両方を表すものと考える必要が生じる。性質と程度の両方を兼ね

備えた形容詞のイメージは、スケールを用いることで表すことができよう。例

えば、「高」であれば、それは高さを表すスケールであり、形容詞述語文を構

成したときは、このスケール上のあるインターバルを表している。

(19リ祇三恨高。
高さのスケール

０ ＣＯ

L＿張三の持つ高さの程度－１
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形容詞をスケール上のインターバルとして定義すると、形容詞述語文の意味

を、以下のように表すことができる。すなわち、主語がその形容詞スケール上

で持つ程度１と、比較の対象の持つ程度２間の大小関係である。

(201絶対級程度１≧程度２

E:差二二二芸三二1ｋﾐ輌扇雨輌０ ○○

Cl）比較級程度１＞程度２

E;二二÷二二二÷芸当《とi頭而房冒雨０ ＣＯ

形容詞絶対級が述語であれば、程度１が程度２と同じかまたはそれより大きい

ことを表す。形容詞比較級が述語であれば、程度１が程度２より大きいことを

表す。インターバルの図で考えるならば、程度１と程度２の長さを比較してい

るとみなすことができる。図に黒点の有無で示したが、絶対級と比較級では、

程度1の占めうる範囲に違いがある。絶対級の場合は、程度２と同じことがあ

りえるが、比較級のときにはない。それぞれの具体例は以下のようである。

⑫談三恨高。

張三の背の高さ≧標準的中国人男性の背の高さ

卿歌三比李四高。

張三の背の高さ＞李四の背の高さ

具体例から分かるように、絶対級と比較級には、もう一つ大きな違いがある。

それは、程度２，即ち比較の対象となる程度の与えられ方である。絶対級構文

では、比較の対象は文脈から与えられる。文脈から与えられる比較の対象は、

文脈に応じて異なる程度を表しうるので、例えば、上の文が中国北方で発言さ

れた場合と、南方で発言された場合とでは、比較の対象となる程度（標準的男

性の背の高さ）は異なっているだろう。一方、比較級構文では、比較の対象は、

基本的に「比」句で与えられる。

ここで、「比較級」であることと、形容詞が「比較」の意味を持つというこ

との違いについて述べておこう。形容詞が「比較」の意味を持つとは、絶対級

／比較級に関わらず、２つのものをある属性について比べているという意味で
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ある。一方、「比較級」であるということは、この比べられているものの関係

に等しい場合がない（＜または＞）ということである。従って、形容詞は絶対

級であろうと比較級であろうと比較の意味を持つ。ただし、絶対級構文では、

比較の対象を表す文法的手段がなく、たいていは文脈から補われるため、比較

であることが分かりにくいだけである。2.2では、形容詞は比較の意味を含ん

でいるために「比」句のある動詞句内へ移動すると述べたが、この移動の動機

は形容詞の持つ比較の意味を完成させるためであるので、絶対級でも起こりう

る。それが2.3で述べた、A-to-Deg移動、数量表現のある程度句内への移動で

ある。ここで一つ問題になるのは、「比」句と数量表現が同時に文中に現れて

いるような場合である。程度句内に数量表現があるため、移動は程度句主要部

で終わってもよいように見える。だが、（12)の例が容認されないことから分かる

ように、形容詞は必ず動詞句主要部の位置まで移動しなければならない。これ

は、「比」句の導入する比較の対象が必ず形容詞の持つ意味に組み込まれなけ

ればならないという理由による。

3.2否定に見る意味論

前節では、形容詞絶対級と比較級の意味論を論じたが、この意味論を支持す

るものに、中国語の形容詞の否定がある。

卿舐三不高。

～［張三の背の高さ≧標準的中国人男性の背の高さ］

→張三の背の高さく標準的中国人男性の背の高さ

㈱舐三不比李四高.

～［張三の背の高さ＞李四の背の高さ］

→張三の背の高さ≦李四の背の高さ

「≧」の否定は等号を含まない「＜」であり、「＞」の否定は等号を含んだ

｢≦」である。従って、3.1でそれぞれについて述べた意味論は否定にも適用で

きることが分かる。

なお、一般には、「比」の代わりに「没有」を用いる構文が比較級構文の否

定に対応すると言われている。これは、「没有」を用いる構文が、比較級構文
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と同じく、等号を含まない大小関係を表しているために生じた誤解である。ま

ず、肯定形の「有」の意味から見てみよう。呂1980,559、吉田・林2001,34-40

が述べているように、この種の「有」は形容詞のスケール上で、ある程度にま

で達しているという意味を表す。これは、比較の対象の持つ程度と同じか、そ

れ以上という意味であるので、≧で表される関係である。

㈱舐三有李四那公高．張三の背の高さ≧李四の背の高さ

＿；…･張三の背の高さ…･……………………】
０ 。｡

歪lluJの背の卍 ｎ局ごｑＪ占めつるUｎ階

この否定形である「没有」が等号を含まないくであることは自然に導かれる。

(27）舐三没有李四高．張三の背の高さく李四の背の高さ

3.3数塁表現の意味の違い

形容詞述語文に現れる数量表現の意味には、実量を表す場合と、差を表す場

合の二つの場合がある。2.3と2.4では、どちらの場合も、形容詞が数量表現を

取り込むという表現で表したが、実際の意味の違いはどのようにして生じるの

だろうか。

3.1で述べたように、形容詞の意味は、スケール上のインターバルとして表

すことができる。そこで、形容詞が数量表現を取り込むとは、このインターバ

ルの長さについて具体的な指定を受けると考えることができる。形容詞の移動

と関連させて言うと、A-to-Deg移動を行った時点で、㈱aのようにインター

バルは２メートルだという指定を受け、次に主語と結びついて剛bのようにな

る。

㈱ａ丙米高。（A-to-Deg）

０ ＣＯ

-------2メートル------1

ｂ舐三両米高。

…張三の背の高さ……….….…………

０ ･･

一一一一一-２メートル－－－－－－－j～弧三の背の高さの占めうる範囲

比較級構文の場合は、事情がより複雑である。なぜなら、比較級構文には、
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A-to-V移動が起こっているが、ここには、２つの移動、即ちA-to-Deg移動

とDeg-to-V移動が含まれているからである。まず、形容詞が程度句主要部

へ移動した時、絶対級構文と同じように、インターバルの長さの指定を受ける

(29a)。次に、動詞句主要部へ移動したとき、「比」句の表す比較の対象の持

つ程度がそこに上積みされる（29b)。最後に、主語をとって文は完成する

(29c)。

㈱ａ丙公分高。（A-to-Deg）

０ ０．

L､２センチ」

ｂ比李四高丙公分。（Deg-to-V）

０ 。｡

､２センチ」.....….李四の背の商さ…..’

ｃ歌三比李四高而公分。

ｒ－張三の背の高さ-----------0
０ ｡◎

…2センチ…1…李四の背の商さ..…|､彊三の背の高さの占めうる範囲

ただし、この分析には本稿の提案する意味論の予測どおりでない点が－つあ

る。それは、実際の意味としては、どちらも絶対級の意味論を使っていること

である。まず、数量表現が実量を表す場合には問題はない。形容詞は移動の面

から見ても、意味的に見ても絶対級である。従って、下の例では、張三の背の

高さは、２ｍちようどか、それを少し超えていてもよい（吉田・林2001,35)。

帥舐三両米高。舐三の背の高さ≧２ｍ

一方、数量表現が差を表す場合、移動の面から見ると形容詞は比較級になる

が、実際の意味は絶対級である。下の例で言うと、張三の背の高さは、李四の

背の高さに２ｃｍ足したものか、それを少し超えていてもよい。

⑪祇三比李四高丙公分。舐三の背の高さ≧李四の背の高さ＋２ｃｍ

この問題については、まだ確定的な結論ではないが、比較級が比較する対象

は、あくまで主語と「比」句の導入する対象であり、形容詞が動詞句内にある

段階では数量表現の底上げが無視されるようである。比較級の意味を見るとき

には、（32a)だが実際の意味は（32b)なのである。

－６０－



⑫ａ談三の背の高さ＞李四の背の高さ

ｂ舐三の背の高さ≧李四の背の高さ＋２cｍ

４．「更」について

従来、程度副詞に分類される要素の中には、比較級を作るように見えるもの

もある。例えば、「更」という副詞は、以下のように「比」句と共起し、二つ

のものの間の比較を行っているように見える。

㈱侮辱比死亡更可伯。（侮辱は死ぬことよりさらに恐ろしい｡）

だが、「更」は以下の点で他の程度副詞と異なっている。

１．「更十形容詞」が「比」句と共起するとき、「比」句の導入する比較の対象

が、形容詞の表す属性をすでに持っていることを前提としている。これは、

比較級構文ではなく、絶対級構文の持つ特性である。卿の例であれば、死

ぬこと自体がおそろしいという前提があり、侮辱はそれをさらに超えると

いうことを表している。

２，「更」が数量表現を伴うとき、数量表現は形容詞に後続する位置に現れる。

この位置に数量表現が表れるということは、形容詞が移動を起こしたこと

を示している。

(34）迭次比上次更少了一票。（今回は、前回よりさらに一票少なかった｡）

「更」がその移動した形容詞より前に現れているということは、「更」は

動詞句またはそれより上の階層にあることを示している。

３．「越」を用いて「ＡすればするほどＢだ」という意味を表すとき、「更」を

＿伴った形容詞を用いることができない。

l351a越快，越好。（早ければ早いほどよい。）

ｂ＊越更快，越更好。

「ＡすればするほどＢだ」という構文は、あるものまたは状況の持つＡの程

度と、Ｂの程度を比較し、両者が比例して増加することを表している。この意

味において、この構文に現れる形容詞は比較級である。だが、「更」を伴った

形容詞を用いることはできない。

以上の３点から、「更」は、他の程度副詞とは異なると考えられる。以下の
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例に見られるように、この副詞は、形容詞を修飾するのではなく、動詞を修飾

するようである。

(３０因此更加速迭些珸言文化的流失。（よってこれら言語文化の流失がさらに

加速する｡）

(37）対金額大的汀貨，我(､更要求汗信用状了。（金額の大きい注文には、なお

さら信用状をお願いしています｡）

(381毎両年学力､一次本国陶乞展，1992年12月更挙か了国除陶乞懲清展。（隔年

に一度国内陶芸展を開き、1992年12月にはさらに国際陶芸招聰展を開いた｡）

上のいずれの「更」も動詞を修飾しており、「根」など他の程度副詞で置き換

えることはできない。例文の意味から分かるように、「更」は形容詞の級を決

めるのではなく、別の個体や別の事情の存在を暗示し、それに加えてどのよう

な状況か、ということを示す働きをするのである。

５．分析の帰結

以上、中国語の性質形容詞が述語をなす場合について、絶対級、比較級のそ

れぞれの構造と意味を見てきた。ここでは、本稿で提案する分析が、形容詞の

見せるほかの振る舞いも説明しうることを見る。

5.1命令文

荒川1979,童1993,王1999などで論じられたように、中国語の形容詞は単独

で命令文を作らない。命令文を構成する方法には、いくつかあるが、その一つ

に、形容詞の後に数量表現（｢一点几」「－些｣）を付加するという手段がある。

この数量表現の役割については、形容詞を動的化させるもの（荒川1979,44)、

比較を表す参照点マーカーを表すもの（王1999,84)、現在の状態に比べた未来

の状態についてこうなるはず、こうなるべきだということを言うためのもの

(宮下2000,45）といった説明がある。いずれの研究も、形容詞命令文を何ら

かの形で比較と関連付けているが、命令文は、現在の状態と、話者が理想とす

る未来の状態との比較を前提としているという点において、これら形容詞は比

較級だということができる。そして、このことは数量表現の位置とよく合致す
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る。

鯛ａ快点几！（はやくしてください｡）

ｂ＊一点ル決！

２節で述べたように、形容詞が比較級化するには、A-to-V移動が必要であ

る。この移動の結果として、数量表現は形容詞の後に現れるようになる。つま

り、数量表現の前にある形容詞は比較級である。一方、形容詞が命令文をなす

ときに数量表現を伴うのは、この移動が行われたことを明示的に示すためであ

るといえる。７）

5.2基準不合致意

黄2001の指摘にあるが、次の二つの文は「～過ぎる」という意味（基準不合

致意）と、動作の結果としてその補語をなす形容詞の表す状態が達成されたこ

とを表す意味（基準達成意）の両方の意味を表すことができる。

㈹蝿子拉緊了。（縄を強く引っ張りすぎた／縄を強く引っ張った｡）

01）坑控深了。（穴は深く掘りすぎた／穴を深く掘った｡）

本稿の分析を応用すると、A-to-V移動を経て、動詞と形容詞の結合が統語

的に作られた場合は、形容詞は比較級であり、基準不合致意になるが、この結

合が語奨的に作られて、もともと動詞の位置にある場合は、基準達成意になる

と説明することができる。どの形容詞がいつ基準不合致意を表すことができる

かについては、語彙、文構造、文脈など多岐にわたる要素を整理しなければい

けないが、この現象がなぜ起こるかに対して、一つの説明の可能性を開くこと

ができる。

5.3状態形容詞

石1991,朱1956では、中国語の形容詞の区別が論じられ、量の概念を含まな

７１数量表現には、主にあいまいな量を表す「一点几」「－些」が用いられるが、実数も現れ

ることができる。ただし、この場合、「再」を伴う必要がある。この副詞の役割について

は、更なる検討が必要であろう。

再高雨公分ｌ（もう２センチ高くしてください｡）

馨再丙公分高！
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いI性質形容詞と、量の概念を含む状態形容詞という分類が提案されている。本

稿では、性質形容詞のみを対象にしたが、提案した構造は状態形容詞にも適用

することができる。その場合、程度句主要部の位置に、形容詞の量を表す要素

(｢雪白」の「雪｣）や重ね方を誘発するような操作子が存在すると考えること

ができる。ただし、程度副詞と全く同じ範癖であるとはいえないため、これら

の要素がどのように形容詞の意味を限定するのかについては、今後の課題とし

たい。

６．まとめ

以上、中国語の性質形容詞が述語をなす場合を取り上げ、その絶対級／比較

級の構造及び意味について考察した。構造については、まず、程度副詞十形容

詞の構造を勤目構造の－種とみなす分析を提案し、この構造に主要部が加わる

と、形容詞の級と数量表現の位置との関連をよく説明することを見た。また、

形容詞述語文を性質（スケール）上の程度（インターバル）の比較とみなすこ

とにより、主要部移動の動機、及び数量表現の意味の変化を捉えることができ

ることを述べた。最後に、形容詞述語文に対して提案された本稿の分析は、命

令文や補語となるときの形容詞の振る舞いを説明することができ、状態形容詞

の分析にも道を開くものであることを示した。
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